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新体操シニア競技における団体の演技構成に関する研究
1993年マスターズチームトーナメント







































難度にはA難度， B難度， C難度， D難度があり，
A, B, C, Dで表す。
A （ジャンプ） ◎ (ピボット） （バランス） n （柔軟）は
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(Code of point) を出した。これによると，難度
のレベルが大きく変わった。 A難度（中級難度） B難
















































































1.ピボット (360度）片脚を前方へ水平にまたは側方に上げ 1.ダプル・ピボット (720度）








































































41ュネターン 1回、前転して BI ; o ぷ
座位で両手で受ける 託 ぶ
? 
3人がなわを足先にかけ、 I 0-→ 

























































































































































































































28 高 橋 衣 代
表 I1993年マスターズチームトーナメントの徒手要素（S．ステップ）
種 目 な わ 6 本 輪 4 本とこん棒 2 組
国 名 ロシア プルガリア スペイン 日本 ロシア プルガリア スペイン 日本
フォローステップ 3 1 1 1 1 1 2 
゜ツ ー ス テップ 3 1 6 1 1 ゜
2 1 






゜ ゜ ゜ ゜その他のステップ 4 6 3 1 2 2 2 3 
合 計 数 13 14 13 8 4 3 6 5 
割 合 39.6 % 50 % 43.3 % 36.3 % 25 % 21.4 % 26 % 31.2 % 
表I 1993年マスターズチームトーナメントの徒手要素（J．ジャンプ）
種 目 な わ 6 本 輪 4 本とこん棒 2 組
国 名 ロシア プルガリ スペイン 日本 ロシア プルガリ スペイン 日本
開脚ジャンプ 4 5 2 3 2 3 2 2 
回転ジャンプ
゜
1 2 2 1 2 1 1 
反りジャンプ 1 1 1 1 1 
゜
2 
゜ひきつけジ ャンプ 1 1 2 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜連続ジャンプ 1 1 1 1 ゜






゜ ゜合 計 数 7 ， ， 7 4 7 6 6 
割 合 21.2 % 32.1 % 30 % 31.8 % 25 % 50 % 26 % 37.5 % 
表il 1993年マスターズチームトーナメ‘ノトの徒手要素（P．ピボット）
種 目 な わ 6 本 輪 4 本とこん棒 2 組
国 名 ロシア プルガリ スペイン 日本 ロシア プルガリ スペイン 日本
シュネターン 2 
゜
2 2 1 1 3 1 
3 6 0 ° ターン
゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜7 2 0 ° ターン 3 2 1 1 1 2 2 1 
その他のターン
゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜合 計 数 5 2 3 3 2 3 5 2 
割 合 15.1 % 7.1 % 10 % 13.6 % 12.5 % 21.4 % 21.7 % 12.5 % 
表IV1993年マスターズチームトーナメントの徒手要素（B．バランスと F柔軟）
種 目 な わ 6 本 輪 4 本とこん棒 2 組
国 名 ロシア プルガリ スペイン 日本 ロシア プルガリ スペイン 日本
A難度のバランス 1 
゜
1 1 2 
゜
1 1 
B難度のバ ランス 3 1 2 1 2 
゜
1 1 
合 計 数 4 1 3 2 4 
゜
2 2 
割 合 12.1 % 3.0 % 9.0 % 6.0 % 25 % 0 % 8.6 % 12.5 % 





B 難度の柔軟 2 1 2 1 1 1 3 
゜合 計 数 4 2 2 2 2 1 4 1 
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図3 1993年マスターズチームトーナメント、ロシア、ブルガリア、スペイン、日本、チームの
徒手要素と手具要素
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合わせたステップが多く入っていることが特徴であ
る。ステップを多様に取り入れながら移動する，フ
ォーメーションを作る，交換をする等，動きの流れ
を止めないように行っている。スペインはジャンプ
やステップが多く，音楽に合わせて作られている。他
の徒手要素も偏りなく，構成力の高いことを示して
いる。
日本はなわの作り出す線を利用して形を作ったり，
その形の中を人が跳び込んだりして，オリジナリテ
ィのある構成である。ジュニアのなわの種目と比較
すると，ジュニアは， ピボットと柔軟が少なく，偏
りが見られた。また，手具の特徴を生かして構成し
たり，複雑な組み合わせ等が少なく，やはり，シニ
アの構成においては偏りが少なく，各国の特徴を出
していることがわかる。次に輪4本とこん棒2組みの
種目についてであるが， 2種類の手具がある為，輪に
要求される手具要素（ころがし，まわし，投げ等）と
こん棒に要求される手具要素（小円，風車，空中で
のまわし等）が構成中に含まれていなければならな
い。図3でわかるように輪とこん棒に分けて内容を図
解した。各国共にそれなりの手具と要求されている
要素を確実に， しかもバランス良く配分している。ロ
シアは他の国よりバランスが多く，難度のあるもの
を入れているが， ジャンプは少ない。音楽と動きは
合っており，タンゴのリズムによってリズミカルに
動いたり，難度要素を実施している。手具操作の技
術と徒手の技術の高いことを利用して効果的に構成
している。ブルガリアは，手具の組み合わせに多様
性がある。リズムが速くやや単調な伴奏音楽で，躍
動感が少ない。スペインは，曲と動きが非常に良く
合っている。スペイン舞踊のフラメンコのステップ
を利用して国の特徴を出している。実施面から 6人が
合っていなかったり，美しくなかったりしているが，
交換の連続やジャンプで大きさや迫力を出している。
日本は交換がダイナミックである。動きに躍動感が
あり， リズム変化やオリジナリティがある。難度を
もっと増やし，美しさが出せるともっと良い。
(3) コンビネーションについて
手具の使用方法の変化による組み合わせや，人数
や動きによる変化での組み合わせをコンビネーショ
ンと呼んでいる。これは，必ず入れなければならな
いわけではない。規則に要求されてはいないが，団
体でなくては出来ないものであり，各国の独創的な
部分を作ったり，変化に宣んだ構成になり得る菫要
な因子である。人と人との組み合わせや手具による
造形のおもしろさ，そして，動きの巧みな組み合わ
せの技術が各チームの特徴を形造っているといえよ
つ。
スペインはコンビネーションが多く，特になわは
8回もある。 2人組， 3人組等人数によっても変化が
あるし，なわをかけて渡したり，相手をくぐらせて
交換したり，人の下をくぐったり，方法も多様でオ
リジナリティがある。ロシアは，なわで人り方をコ
ンビネーションで静かに入り，なわの線による形を
生かしている。また演技の終末近くにコンビネーシ
ョンを入れ最後はスピードのある動きで終わってい
る。ブルガリアは，手具を組み合わせて中を跳んだ
り，手具の利用と，人による動きの組み合わせを巧
みに生かしている。日本は，なわで造形を生かして
コンビネーションを人れてはいるが数が少なく，手
具技術の高さや，組み合わせの技術をもっと高くす
る必要がある。音楽は日本独特の音楽でリズムも，
動きに合っていて良い構成である。
IV 考察
シニアの団体の構成は，手具交換の多様性や難度
の高い徒手技術があること，各国の特徴を示すコン
ビネーションを取り入れ，動きの組み合わせの変化
ゃ，造形を使った構成が重要であることかわかった。
交換については，空間利用も多様であり，手具の
投げ受けの方法もいろいろな種類を使っている。ま
たその間の動きも無駄がなく，徒手をうまく取り入
れて交換している。この点はジュニアと比較して優
れている点である。徒手要素については，各国共に
ジャンプ，ステップ， ピボット，バランスが柔軟よ
り多くの数値を示している。しかし，大きな偏りは
なく，いろいろな方法で取り入れられている。ピボ
ットにおいては， 1回転ピボットが各国共になく， 2
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回転ピボットを多く取り入れている。総合的に考え
てみると，ロシアはピボットが多く，またバランス
も多い。徒手要素の技術が高いことがわかる。しか
し，スピードや迫力があるとより良い構成になると
考える。 1つ 1つの技術の高さ，美しさ，正確な徒手
の実施により，演技全体が優雅であり，難度の高い
構成になっている。またコンビネーションによりロ
シア独自の特徴を生かした構成であった。
スペインは，徒手要素において偏りなく，多様に
多くの徒手を構成に取り入れている。
スピードもあり交換にも， コンビネーションにお
いても，複雑な組み合わせがされており，オリジナ
リティのある，変化に富んだ構成がなされているこ
とがわかる。曲と動きが合っており実施の確実さや
美しさがあるともっと良いと考える。ブルガリアは
独特なリズムにのってステップや，動きに特徴があ
る。フォーメーションの作り方や動きに変化はある
が，音楽の変化がもう少しあると良いと考える。日
本は，なわの線による造形の変化や，コンビネーシ
ョンにオリジナリティがある。徒手要素の柔軟性を
増やすことが課題であり，更に構成の技術の複雑さ
や高度な難度要素を増やすとより良い構成になると
考える。
V まとめ
世界選手権大会において，優秀な成績を獲得して
いる， ロシア，ブルガリア，スペインそして， 日本
のチームについて構成内容を分析してみた。採点規
則が改正され，より高いレベルの徒手技術が要求さ
れているが，それによってシニアの団体の演技構成
は，徒手が偏りなく取り入れられていることが特徴
である。国により少ないものもあるが， ジュニアに
比べ，偏りなく，多様に構成されている。このこと
は，採点規則の変化による影響であり，また基礎技
術が確実に習得されていること，手具操作の技術が
徒手と調和していることを表している。新体操にと
って，徒手要素の基盤の上に，手具操作との調和，
動きと音楽の一致があることが重要であるから，幅
広く多様に徒手要素と手具操作を取り入れ，更にコ
ンビネーションを活用することによりチームの特徴
を生かすことが良い構成の要因である。今後も更に
研究をしていきたい。
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